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　平成23(2011)年３月11日、東日本は観測体制が成ってから記録された地震のなかで、
世界で４番目の規模といわれる大地震に襲われ、いわき市においても大きな被災に見舞
われました。あらためて、この「東日本大震災」と命名された震災により犠牲となられ
た方々のご冥福をお祈りし、深く哀悼の意を表すとともに、大震災から２年が経過した
今も、苦難を乗り越え明日に向かってたゆまないご努力を重ねておられる被災者の皆様
に対し、心からのお見舞いを申し上げます。
　このたびの大震災は、先人が永年にわたり築き上げてきた都市基盤を一瞬にして破壊
し、その被害は、歴史、文化、産業や地域、建築物など多分野に及び、本市の持つ都市
魅力に大きな影を落としました。
　このようななかで、市民の皆様の多くが自ら被災したにもかかわらず、お互いに助け
あう心をもって行動され、また震災直後から国、県をはじめとして全国各地の地方自治
体や自衛隊、警察、その他諸団体、ボランティアの方々、そして全国各地の皆様から、
物心両面にわたるご支援や心温まる善意が数多く寄せられ、私たちの大きな支えとなり
ました。その感謝の気持ちを忘れることはできません。
　今後は、市民の皆様と力を合わせ、「いわきの復興が日本全体の復興につながる」と
いう強い想いのもと、震災復旧・復興の各事業の遂行にまい進し、一日も早くいわきを
震災前の水準に戻すだけではなく、震災前にも増して安全・安心に暮らせ、活力に満ち
たまちづくりを進めるため、「オールいわき」の体制で復興に向け取り組んでまいりた
いと存じます。
　この記録誌は、震災直後からこの災害に立ち向かい、これまで復旧・復興に向けたさ
まざまな取り組みを行ってきた経過や災害で得た貴重な教訓を後世に活かせるよう、ま
たその歩みを将来に語り継げるよう、昨年発刊の概要版『東日本大震災から１年　　い
わき市の記録』をベースに詳細部分に踏み込むとともに、復旧・復興の進捗状況につい
ても触れた内容の記録誌としてまとめたものです。
　本誌の作成に当たり、貴重な資料を賜りました多くの機関や団体に対しまして、心か
らの感謝を申し上げますとともに、東日本大震災で得た教訓や努力、連携など、さまざ
まな絆が、本書を通して、安全・安心のまちづくり、そして震災前以上の活力に満ち溢
れたまちづくりにつながっていけるよう、少しでもお役に立てれば幸いです。

　平成25年３月
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【例　言】
１�　年号については、国内事象は「和暦年(西暦)」、世界的事象は「西暦(和暦)」とする。年号表記がないものは、すべて平成23(2011)年とする。
ただし、文中で平成23(2011)年の表記をした方が理解しやすい部分については、付記する。
２　「　」の表記については、引用文や法律名のほか、固有名詞のうち意味の取りにくいものなどを適宜括る。
３　いわき市に関連する地名などについては、ふりがなを付記する。（原則、小項目の最初）
４　地図、表、写真の表示番号については、たとえば第１章の最初の写真は、「写真1-1」というように表記する。
５　いわき市合併（昭和41年10月）以前において、現在のいわき市域を表現する際には、便宜上「いわき地方」とする。
６　参照となる写真や表、図、関連記述など、文中記述が離れている場合や別ページで扱っている場合は、適宜、ページ表記を行う。�
７　本書に掲載している写真については、許可されたものであり、無断による転載を禁止する。
８　特段の記述がない場合は、平成25(2013)年１月31日現在の状況とする。
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